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応
に
薫
諾
護
旧
居

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
程
、
昭
和
六
十
二
年
度
「
児

童
・
生
徒
の
問
題
行
動
の
現
況
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
全
般

的
に
小
学
生
の
問
題
行
動
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
中
学
生
は
増
加

の
傾
向
。
共
通
し
た
特
徴
は
、
登
校
拒
否
が
依
然
と
し
て
増

え
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
連
携
を
深
め
て
、
問
題
の
解
決
に

あ
た
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

〈
小
学
生
〉

社
会
規
範
に
違
反
す
る
、
反
社

太陽が丘プール

　　　国体間近
　
会
的
問
題
行
動
児
童
の
指
導
延
ベ

ー
人
数
は
四
百
四
十
一
人
で
、
在
籍

仮設スタンドが完成

比
二
・
四
％
。
前
年
度
比
、
件
数

で
二
％
の
減
、
人
数
で
は
一
石
の

増
と
全
体
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い

え
ま
す
。

　
内
容
で
は
①
万
引
き
（
五
十
五

件
百
八
人
）
②
金
銭
物
品
盗
（
三

十
三
件
五
十
七
人
）
③
金
銭
の
持

ち
出
し
（
二
十
一
件
二
十
二
人
）

④
放
火
・
火
遊
び
（
十
八
件
六
十

一
人
）
－
な
ど
の
順
。
万
引
き
が

ト
ッ
プ
を
占
め
、
金
銭
物
品
盗
が

二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
銭

物
品
盗
は
前
年
度
の
二
倍
以
上
の

大
幅
増
加
を
示
し
、
ま
た
、
火
遊

び
は
前
年
度
の
三
十
三
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
い
に
ゐ
や

い
や
が
ら
せ
は
前
年
度
の
半
分
以

下
で
、
こ
こ
数
年
減
少
傾
向
を
た

　
京
都
国
体
夏
季
大
会
九
月
四
日
～
七
日
）
ま

で
、
後
五
十
五
日
１
。

　
水
泳
競
技
の
メ
ー
ン
会
場
と
な
る
山
城
総
合

運
動
公
園
（
太
陽
が
丘
）
に
、
巨
大
な
観
覧
用

仮
設
ス
タ
ン
ド
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
開
・
閉
会
式
と
各
種
競
泳
競
技
が
行
わ
れ
る

五
十
じ
プ
ー
ル
に
は
、
東
西
両
側
に
三
千
五
百

席
か
設
置
。
両
側
共
鉄
製
パ
イ
プ
組
み
で
、
高

さ
が
約
九
μ
も
あ
り
、
幅
は
東
側
が
六
十
三
が

で
西
側
が
五
十
五
μ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ボ
な
も
の
。

一
方
、
プ
ー
ル
南
側
に
は
、
合
唱
団
な
ど
音
楽

関
係
者
用
の
仮
設
ス
タ
ン
ド
三
百
五
十
席
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飛
び
込
み
と
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー

ス
イ
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
飛
び
込
み
用
プ
ー
ル

に
も
、
東
西
両
側
に
四
百
五
十
席
の
観
覧
ｍ
仮

設
ス
タ
ン
ド
が
完
成
。
訪
れ
た
市
民
に
、
い
よ

い
よ
国
体
本
番
間
近
を
思
わ
せ
て
い
ま
す
。

ど
っ
て
い
ま
す
。

　
対
人
的
、
社
会
的
接
触
を
避
け

よ
う
と
す
る
非
社
会
的
問
題
行
動

で
は
、
登
校
拒
否
が
大
幅
に
増
加
。
’

指
導
延
べ
人
数
で
百
二
十
人
（
前

年
度
七
十
九
人
）
、
実
人
数
で
は

三
十
一
人
（
前
年
度
二
十
人
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
〈
中
学
生
〉

　
反
社
会
的
問
題
行
動
の
指
導
延

べ
人
数
は
土
八
百
七
十
一
人
で
、

在
籍
比
六
・
二
％
。
前
年
度
に
比

べ
、
件
数
で
七
％
、
指
導
延
べ
人

数
で
一
七
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
男
女
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
女
子
の
増
加
率
が
著
し

い
の
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
内
容
で
は
①
生
徒
間
暴
力
（
百

七
十
二
件
三
百
十
三
人
）
②
喫
煙

（
九
土
ハ
件
二
百
十
二
人
）
③
万
引

き
（
八
十
件
百
五
十
二
人
）
④
い
じ

め
・
い
や
が
ら
せ
（
七
十
一
件
百

八
十
五
人
）
－
の
順
。
’
暴
力
・
い

じ
め
、
万
引
き
、
薬
物
乱
用
な
ど

が
増
加
し
、
不
健
全
な
遊
び
、
バ

イ
ク
や
自
転
車
の
窃
盗
、
無
断
外

泊
な
ど
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
非
社
会
的
問
題
行
動
で
は
、
登

校
拒
否
が
延
べ
五
百
三
十
四
人
で
、

前
年
度
比
で
六
〇
％
増
。
実
人
数

で
も
八
十
二
人
と
過
去
撮
高
と
な

っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
場
合
、

小
学
校
に
比
べ
平
均
欠
席
日
数
が

１
開
会
式
で
力
強
く
宣
誓
す
る
柏
原
選
手

　
　
　
（
６
月
2
5
日
、
府
馬
術
競
技
場
で
）

多
く
、
ま
た
、
登
校
拒
否
に
お
ち

い
る
生
徒
の
タ
イ
プ
も
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
う
し
た
問
題
行
動
の
増
加
に

対
し
て
、
そ
の
対
処
や
防
止
は
も

ち
ろ
ん
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
人
格
の
発
達
を
目
指
す
こ
と
、

地
域
の
子
供
集
団
が
衰
退
し
、
子

供
の
対
人
関
係
を
結
ぶ
能
力
が
低

下
し
て
い
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

集
団
活
動
を
通
し
て
社
会
性
や
自

主
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
Ｉ
大
切

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
社
会
が
密
接
な
連
携
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
毒
丁
。

　
　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

〈国体馬術競技〉

本番さながらに

リハーサル大会が開催

　
六
月
二
十
五
日
出
、
午
前
八
時
半
か

ら
府
馬
術
競
技
場
（
く
つ
わ
池
西
隣
）
で

京
都
国
体
馬
術
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
開
催
。
同
大
会
は
、
馬
術
連
盟
と
国

体
馬
術
競
技
運
営
協
議
会
（
宇
治
市
ほ

か
で
構
成
）
の
主
催
で
行
わ
れ
、
本
番

さ
な
が
ら
に
繰
り
広
げ
β
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
元
京
都
チ
ー
ム
の
柏
原

選
出
が
出
場
選
手
を
代
表
し
て
力
強
く

選
壬
Ｅ
一
誓
。
二
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の

火
ぷ
だ
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
で
は
、
宇
治
市
茶
道
連
盟
会
員
ら
に

よ
る
野
点
（
の
だ
て
）
席
も
設
け
ら
れ
、

大
会
の
盛
ひ
上
げ
に
一
役
買
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
で
、
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
は
す
べ
て
終
了
。
京
都
国
体
の
本

番
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
ま
い
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

北
島
三
郎
シ
ョ
ー

アドベンチャーミュージカル

トムソーヤ

７
月
2
3
日
（
土
）
午
後
２
時
と
６
時
半

　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

８月５日(金)午後1時と4面

文化センター大ホール

（折居台１丁目1）

前売券発売中(全自由席)

　　大人2,000円

　　子ども1,000円

　　(3 歳以上中学生以下)

875

６２年度小・中学生問題行動の現状

登校拒否が激増

ゝMnnMn八M肖ΛMn八M八八M../.14人二M汽八.二二二､¥･八八MnnM八nM八人L哨八八Mn6Lり人汽i..i4八八M二二M二AM二二MnAMAAla.､-aalnA-角Λ6.j.aM.八Mj



1988年（昭和63年）７月11日発行(2）宇　1台　TfJ j改　だ　よ　り第815号

　
第
４
回

　
　
古
文
書
講
習
会

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
皆
さ
ん
に

古
文
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
ぐ
た

め
、
次
の
要
領
で
古
文
書
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
中
世

・
近
世
の
日
記
や
覚
書
・
留
書
な

ど
の
古
記
録
を
テ
キ
ス
ト
と
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
▼
と
き
…
８
月
９
日
㈹
～
3
0
日

㈹
の
毎
火
曜
日
。
い
ず
れ
も
午

後
２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中

央
公
民
館
会
議
室
▼
対
象
・
：
市

内
に
在
住
・
在
勤
の
人
▼
定
員
…

4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：

往
復
は
が
き
に
「
古
文
書
講
習
会

受
講
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
市
外
の
人
は

勤
務
先
か
書
い
て
、
７
月
2
5
日
側

ま
で
に
歴
史
資
料
館
（
折
置
‥
Ｉ

丁
目
Ｉ
）
へ
▼
テ
キ
ス
ト
代
・
：
五

百
円
▼
問
い
合
わ
す
・
・
歴
史
資
料

館
（
酋
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

１
和
気
あ
い
あ
い
の
教
室
で
す

876

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
新
聞
の
勧
誘
で
映
画
の
招
待

券
や
タ
オ
ル
な
ど
の
景
品
か
提

供
さ
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
応
じ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ま
た
「
別
の
新
聞
を
と

っ
て
い
る
か
ら
…
」
と
断
っ
て

い
る
の
に
「
初
め
の
１
ヵ
月
問

は
新
聞
代
を
無
料
に
す
る
か
ら

契
約
し
て
ほ
し
い
」
と
勧
め
ら

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
景
品
や
値
引
き
は

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
こ
の
ぷ
つ
に
、
新
聞
の
購
読

回
冊
に
景
品
類
か
提
供
し
た
り
、

値
引
き
や
一
定
期
間
の
無
料
サ

Ｉ
ビ
ス
を
行
う
こ
と
は
「
不
当

景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
」

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞

ん
。
ま
た
、
消
費
者
も
、
景
品

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
姿
勢
が

必
要
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
す

　
新
聞
の
訪
問
販
売
に
つ
い
て

は
、
六
十
一
年
五
月
か
ら
、
日

新
聞
の
景
品
付
き
購
読
勧
誘

　
月
日
、
購
読
期
間
、
申
し
込

　
み
受
付
日
、
受
付
者
名
な
ど

　
を
明
示
し
た
Ｉ
‥
而
か
交
付
さ

　
れ
る
。

③
書
㈲
を
交
付
し
た
日
を
含
め

　
た
７
日
以
内
は
、
十
‥
面
に
よ

　
り
販
売
店
あ
て
に
、
申
し
込

　
み
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

は
公
共
的
な
性
格
が
強
く
、
読

者
に
必
要
な
ニ
ュ
ー
ス
を
速
や

か
に
伝
え
る
と
い
う
、
社
会
的

な
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新

聞
の
購
読
は
、
読
者
の
自
由
な

選
択
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
販
売
は
公
正
な
手
段

で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ中央公民館

本
新
聞
協
会
と
日
本
新
聞
販
売

協
会
が
連
名
で
、
次
の
よ
っ
な

自
主
規
制
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

①
販
売
員
は
氏
名
・
新
聞
社
名

　
・
販
売
店
名
や
連
絡
先
な
ど

　
を
、
口
頭
か
書
面
で
伝
え
る
。

②
購
読
の
申
し
込
み
を
し
た
場

　
合
は
購
読
料
、
配
達
開
始
年

　
中
央
公
民
館
で
は
、
左
表
の
視

聴
覚
教
材
を
、
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
地
域
や
職
場
で
の
学

習
会
、
子
供
会
の
催
し
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
を
ご
希
望
の
団
体
は
、
利

用
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
中
央
公

民
館
に
来
館
の
う
え
、
所
定
の
用

紙
で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
な

お
、
営
利
目
的
や
個
人
で
使
用
さ

れ
る
場
合
は
、
貸
し
出
し
で
き
ま

せ
ん
。

　
詳
し
ぐ
は
、
中
央
公
民
館
（
折

居
台
一
丁
目
一
、
ａ
⑩
1
4
1
1
）

　
る
（
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
）
。

④
購
読
に
関
す
る
苦
情
は
、
新

　
聞
社
と
販
売
店
で
対
処
す
る
。

　
安
易
に

　
　
契
約
し
な
い
こ
と

　
私
た
ち
消
費
者
も
、
安
易
に

契
約
し
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
’

　
地
蔵
盆
期
間
中
の

　
　
　
　
　
　
巡
回
上
映

　
地
蔵
盆
期
間
中
（
八
月
十
八
日

～
二
十
二
日
）
は
、
1
6
ミ
リ
映
写

機
・
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
は
行

い
ま
せ
ん
。

　
八
月
二
十
日
出
、
二
十
一
日
面

は
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
宇
治
映

画
同
好
会
」
の
協
力
で
、
希
望
の

あ
っ
た
地
域
・
団
体
夕
巡
回
上
映

し
示
ｙ
。
希
望
す
る
地
域
・
団
体

は
、
次
の
要
領
で
申
し
込
み
鴛

い
ぷ
っ
、
新
聞
の
契
約
に
も
法

的
規
制
が
あ
る
こ
と
や
、
各
新

聞
社
の
自
主
規
制
に
よ
り
ク
ー

▼
申
し
込
み
期
間
・
方
法
・
：
７
月

　
1
2
日
脚
～
1
4
日
俐
ま
で
に
、
中

　
央
公
民
館
へ
直
接
来
館
で
。

▼
上
映
時
間
帯
・
・
・
昼
間
は
相
談
の

　
う
え
で
決
定
。
夜
間
は
午
後
７

　
時
ふ
時
、
８
時
1
5
分
ふ
時

　
i
n
分
。
Ｉ
回
の
上
映
時
間
は
5
0

　
分
程
度
。
㈲
フ
ィ
ル
ム
の
選
定

　
は
、
当
公
民
館
に
お
任
せ
ぐ
だ

　
さ
い
。

　
希
望
団
体
が
多
数
の
場
合
は
調

整
に
￥
千
か
、
調
整
で
き
な
い
場

合
は
、
抽
選
と
し
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

リ
ン
グ
ー
オ
フ
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
七
月
二
十
日
の
「
海
の
記
念

日
」
に
ち
な
ん
で
、
海
運
の
重
要

性
と
、
気
象
や
気
候
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
0
日
團
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
…
暮
ら
し
と
海
の

影
響
―
気
侯
や
お
天
気
に
つ
い
て

・
▼
講
師
・
：
日
本
気
象
協
会
関
西
本

部
・
藤
村
正
義
さ
ん
▼
対
牢
・
・
一

般
市
民
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
、
直

接
来
館
で
。
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　　　　★貸し出しの視聴覚教材★

※機　　材

O16ミリ映写機(公民館発行の操作免許証が必要)

０８ミリ映写機・撮影機　Ｏスライド映写機

Ｏその他
　・スクリーン(布・ティライト・ワイド)

　・レンズ(ワイド)

※16ミリフィルム(公民館発行の操作免許証が必要)

①天ヶ瀬ダム(ワイド)　　　　　　　　カラー40分

②武器なき闘い｢山本宣治｣(ワイド)　　白黒120分

③この流れの彼方に　　　　　　　　　　カラー35分

④トロッコ(アニメーション)　　　　　カラー11分

⑤わがままな巨人(アニメーション)　　カラー27分

⑥チーター君のおはなし(自然動物シリーズ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー10分

⑦くまの子ジャッキー(アニメーション)カラー27分

⑧山ねずみロッキー・チャック(アニメーション)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー27分

⑨おじいさんと不思議なおくりもの(児童劇映画)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー16分

⑩おば捨て山の月(アニメーション)　　カラー21分

⑥月の峰の狼(アニメーション)　　　　カラー15分
⑩手品師(アニメーション)．　　　　　　カラー15分

⑩くまの子ウーフ(人形アニメーション)カラー18分

⑩まんが偉人物語｢良寛｣(アニメーション)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー11分

⑩きつねのしっぽ(アニメーション)　　カラー17分

⑩一休さん｢がまん会ときもだめし会｣

　　　　　　　　　　(アニメーション)　カラー25分

⑩あんヒゆとずしおう(アニメーション) カラー31分

⑩チビ六二死満塁(児童劇映画)　　　　カラー51分

⑩てんぐ祭りとガキ大将(児童劇映画)　カラー41分

のチョコレート戦争(児童劇映画)　　　カラー41分

⑤大きい一年生･と小さな二年生(児童劇映画)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー39分

の走れ, ぼくの小さな友だち(児童劇映画)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー47分
⑩ぼくの熊おじさん(児童劇映画)　　　カラー46分

⑩夢かぎりなく　～わが子に豊かな体験を～

　　　　　　　　　　　　　(児童劇映画)カラー31分

⑩わらべの家のおばさんたち(劇映iii)　カラー31分

のわたんべとすばらしい仲間(劇映画)　カラー40分

⑩ごんぎつね(アニメーション)　　　　カラー21分

⑩こびととくつや(アニメーション)　　カラー10分

の竹取物語(アニメーション)　　　　　カラー31分

※スライド

o荒野の少年　Ｏ小つばめの初旅行

Ｏ黄金のかもしか　Ｏくるみわり人形
Ｏりょうしと人形　Ｏくもの糸　o道標

視聴覚教材の

　　　貸し出し

登
録
は
お
早
め
に

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

食事づくりは楽しく

ルポ　一人暮らし老人の

　　　料理教室開講

８月31日

　　まで
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市
民
プ
ー
ル
で
泳
ご
う

7
月
1
7
日
オ
ー
プ
ン

土
芸
能
を
保
護
・
保
存
す
る
こ

と
は
、
郷
土
か
愛
す
る
心
を
育

て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
郷
土
の
発
展
の
た
め
に
は
、

　
前
回
に
続
き
「
明
る
く
住
み

よ
い
明
日
の
宇
治
市
を
つ
ぐ
ろ

う
」
の
、
三
つ
目
の
運
動
項
目

に
つ
い
て
説
明
し
示
す
。

　
　
９
運
動
項
目
そ
の
③
＝

　
　
〈
郷
土
を
よ
く
知
り
、
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し
よ
う
〉

　
こ
の
運
動
項
目
の
主
な
内
容

に
は
、
Ｏ
郷
土
の
歴
史
を
学
び
、

文
化
財
皐
ハ
切
に
し
よ
う
Ｏ
芸

術
・
文
化
活
動
に
進
ん
で
参
加

し
よ
う
Ｏ
郷
土
の
伝
統
文
化
の

伝
承
・
保
存
に
努
め
ぷ
っ
Ｏ
森

林
愛
護
、
野
生
動
植
物
の
保
護

に
努
め
よ
シ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ぷ
る
さ
と
宇
抑

は
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
に

恵
次
れ
た
ま
ち
で
す
。
そ
の
緑

を
い
つ
く
し
み
、
歴
史
か
傑
く

学
ん
で
、
伝
統
あ
る
文
化
や
郷

お茶に水歴史旧跡

光る宇治

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
自
然
の
尊
さ
、

そ
の
Ｌ
ｙ
ぐ
み
の
持
つ
微
妙
さ
を

理
解
す
る
た
め
の
観
察
・
見
学

会
、
ま
た
郷
土
を
作
ひ
上
げ
た

　
七
月
十
七
日
間
か
ら
、
黄
璧
公

園
（
五
ヶ
庄
三
番
割
）
と
西
宇
治
公

園
（
小
倉
町
蓮
池
）
の
市
民
プ
ー
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
両
プ
ー
ル

と
も
、
五
十
μ
プ
ー
ル
と
幼
児
用

プ
ー
ル
が
併
設
洽
れ
て
い
ま
ず
。

マ
開
場
日
時
…
７
月
1
7
日
旧
―
午

　
前
1
0
時
～
午
後
５
時
、
1
8
日
側

　
1
2
0
日
困
―
午
後
１
時
～
５
時
、

　
2
1
日
宋
～
3
1
日
間
９
午
前
1
0
時

　
～
午
後
５
時
、
８
月
１
日
側
1

　
3
0
日
㈹
＝
午
前
1
0
時
～
午
後
４

　
時
、
3
1
日
困
＝
午
前
1
0
時
～
午

　
後
３
時
。
光
化
学
ス
モ
″
グ
発

　
生
時
や
、
雨
で
水
温
低
下
の
場

先
人
た
ち
の
苦
労
や
創
造
力
、

文
化
財
の
す
ば
β
し
さ
な
ど
を

知
る
た
め
の
学
習
会
や
講
習
会

を
実
施
し
、
そ
れ
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
各
種
団
体
の
企
図

に
よ
る
こ
の
種
の
事
業
が
推
進

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
サ
ー
ク
ル

活
動
も
盛
ん
で
す
。
こ
の
ぶ
コ

な
催
し
に
積
極
的
に
参
加
す
る

と
共
に
、
自
分
の
足
で
も
探
訪

し
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
、
ご
く
簡
ホ
で
し
た
が
、

市
民
運
動
実
践
活
動
の
内
容
と
、

そ
の
進
め
方
の
説
明
か
終
わ
り

ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
、
実
践
の
重
要

な
場
と
な
る
家
庭
、
地
域
、
学

校
、
園
、
職
場
な
ど
の
各
領

・
域
に
お
け
る
運
動
の
展
開
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
合
に
は
休
場
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

▽
入
場
料
・
：
大
人
三
百
円
、
中
学

　
生
以
下
百
円
（
コ
イ
ン
ロ
″
カ

　
ー
使
用
料
１
回
百
円
）
。

▽
専
用
使
用
期
間
・
：
７
月
1
8
日
間

　
～
2
0
日
削
（
午
前
1
0
時
～
正
午
、

　
団
体
の
み
）
。

▽
専
用
使
用
料
・
・
・
五
千
円
（
１
時

　
間
）
。

▽
専
用
使
用
の
申
し
込
み
・
：
使
用

　
予
定
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
宇

　
治
市
体
育
協
会
事
務
局
（
五
ケ

　
庄
三
番
割
・
豊
⑩
1
9
0
5
）

　
へ
。

　
両
プ
ー
ル
共
、
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
〈
国
体
デ
モ
行
事
〉

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
、
十
月
土
八
日

間
に
久
美
浜
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

A
う
ま
く
で
き
た
か
な
Ｉ

　
参
加
希
望
者
は
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
久
美

浜
町
実
行
委
員
会
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は
次
ｏ

所
に
あ
り
未
丁
。
〈
市
民
体
育
課
、

中
央
・
広
野
・
宇
治
・
小
倉
・
木
幡

各
公
民
館
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

″
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
玄
関
、
体

・
育
協
会
事
務
局
〉

　
詳
し
ぐ
は
市
民
体
育
課
（
ａ
⑩

3
1
4
1
）
へ
問
い
ふ
お
せ
欠

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

お
知
ら
せ

　
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
教
育
訓
練
用
ソ
フ
ト
で
パ
ソ
コ

ン
と
対
話
し
な
が
ら
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
好
き
な
時
間
に
学
習
で
き

る
教
室
で
す
。
最
短
所
要
時
間
は

十
五
時
間
。
指
導
者
も
付
政
蛋
す
。

四
コ
ー
ス
設
け
て
い
未
了
の
で
、

一
期
間
か
選
ん
で
申
し
込
み
鴛

▼
コ
ー
ス
…
ｏ
一
期
＝
７
月
2
1
日

ヤ
2
7
日
困
（
2
4
日
間
夕
殴
く
）

６
日
間
ｏ
二
期
１
８
月
１
日
間
１

６
日
出
の
６
日
間
ｏ
三
期
＝
８
月

1
3
日
出
～
1
9
日
出
（
1
7
日
困
か
際

く
）
６
日
間
ｏ
四
期
９
８
月
2
2
日

側
～
2
7
日
出
の
６
日
間
▼
時
間
・
：

各
コ
ー
ス
と
も
午
前
９
時
～
午
後

４
時
の
う
ち
都
合
の
よ
い
時
間
▼

と
こ
ろ
…
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ

自分でつくって

たべよう

子ども料理教室
J‘j･.･t

　
　
西
宇
治
公
園
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
開
放

　
西
宇
治
公
園
（
第
四
十
三
回
　
　
3
1
日
間
、
８
月
1
4
日
間
、
８

国
民
体
育
大
会
サ
″
カ
ー
会
場
　
　
月
2
8
日
間
。
時
間
は
い
ず
れ

）
を
、
国
体
開
催
ま
で
の
暫
定
　
　
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

使
用
と
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
　
▼
使
用
上
の
注
意
事
項

に
一
般
開
放
し
ま
す
。
秋
に
は
　
○
固
大
の
場
合
は
使
用
禦
】

国
体
選
手
が
活
躍
す
る
こ
の
公
　
　
　
止
し
毒
丁
。

園
で
、
一
足
早
く
、
思
い
切
り
汗
　
　
Ｏ
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

夕
流
し
て
今
よ
せ
ん
か
。
　
　
　
　
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー

　
使
用
の
日
時
や
注
意
事
項
は
　
　
　
ル
、
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、

次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
運
動
会
、
集
会
な
ど
を
目

▼
日
時
・
：
７
月
2
4
日
旧
、
７
月
　
　
　
的
と
す
る
使
用
を
禁
止
し

ン
タ
ー
▼
定
員
…
各
期
2
0
人
▼
参

加
費
・
・
・
五
千
円
▼
申
し
込
み
…
８

月
2
0
日
ま
で
に
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
豊
前
0
7
8
0
）

へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
福
祉
バ
ザ
ー
に

　
　
　
物
品
の
提
供
を

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進
協
議
会
で
は
、

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
「
第
十
二
回
宇
治
市
福
祉
バ

ザ
ー
」
を
、
七
月
二
十
四
日
屈
、
神

明
小
学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

た
だ
今
、
バ
ザ
ー
で
の
販
売
物
品

の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
バ
ザ
ー
で
の
収
益
金
は

　
い
つ
も
は
だ
れ
か
に
作
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
食
事
を
、
自
分
で
作
っ
て
み
よ

う
。
み
ん
な
で
話
見
□
な
が
ら
、
お

い
し
い
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
／

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
７
月
2
8
日
1
？
=

広
野
公
民
館
、
７
月
2
9
日
溺
ａ
小
倉
公

民
館
（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
午
後

１
時
）
▼
内
容
・
：
た
き
こ
み
ご
は
ん
、

酢
の
も
の
、
す
ま
し
汁
。
そ
の
外
お

話
な
ど
▼
対
牢
：
小
学
校
４
年
生
以
上

▼
定
員
…
各
2
0
人
（
先
首
順
）
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

電
話
で
保
健
予
防
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観

光
課
・
保
健
予
防
課
・
農
林
茶
業
課
）

障
害
者
の
働
く
場
・
「
宇
治
共
同

作
業
所
」
の
運
営
や
、
「
宇
治
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
心
身
に
障
害
か
痔
っ
な
害
七

た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
又
る

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
か
砧
集
し
て
い
ま

す
。

　
▼
日
程
…
７
月
2
5
日
㈲
、
2
6
日

脚
、
８
月
１
日
間
、
４
日
㈲
、
１
１
一

日
出
、
1
8
日
出
、
2
5
日
出
、
2
8
日

間
（
７
月
2
5
日
、
2
6
日
は
ボ
ラ
ン

テ
″
ア
実
習
。
一
日
だ
け
の
参
加

で
も
構
い
ま
せ
ん
）
▼
会
場
…
市

内
の
小
学
校
。

　
詳
し
ぐ
誹
ｆ
治
ボ
ラ
ン
テ
V
ア

．
バ
ン
ク
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
自
衛
官
募
集

　
次
の
と
お
り
、
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。

　
▼
種
別
・
受
け
付
け
・
対
象
・
：

Ｏ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
±

9
9
月
3
0
日
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
5

歳
未
満
Ｏ
男
子
２
等
陸
幸
海
幸

空
±
1
1
9
月
５
日
1
6
4
年
３
月
中

旬
、
6
4
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
Ｏ
女
±
2
等
防
壬
・
海

士
・
空
士
＝
９
月
１
日
～
6
3
年
９

月
3
0
日
、
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
。

　
受
付
期
間
に
よ
り
、
入
隊
日
が

異
な
り
ま
す
。

　
詳
１
　
こ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
豊
㈲
7
1
3
9
）
ま
た
は
市
役
所

企
画
管
理
部
総
務
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

レ
諜

明るい選挙

啓発ポスター募集

　
明
る
い
選
挙
か
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
政
治
意
識
と

選
雲
諾
雲
『
め
る
啓
発
ポ
ス

タ
ー
雲
量
じ
示
ｙ
。

▼
内
容
・
・
・
明
る
い
選
挙
か
羅
一
し

　
進
め
る
こ
と
か
表
す
も
の
。

▼
応
募
資
格
…
府
在
住
の
人

　
（
家
族
、
友
人
、
グ
ル
ー
プ
、

　
職
場
な
ど
で
の
合
作
も
可
）
。

　
一
人
ま
た
は
Ｉ
グ
ル
’
―
―
・
プ
に

　
つ
き
、
自
作
の
も
の
一
点
に

　
限
り
ま
す
。

▼
色
・
大
全
？
・
色
彩
は
自
由
。

　
大
き
さ
は
4
5
E
χ
5
0
m
～
5
5

　
m
X
4
0
m
以
内
。

▼
締
め
切
り
・
：
９
月
７
日
困
。

▼
応
募
方
法
…
作
品
の
裏
面
右

　
下
に
氏
一
名
（
ふ
ひ
が
な
）
、
年

　
齢
、
性
別
、
住
所
夕
必
ず
記

　
入
し
ア
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。
合
作
の

　
場
合
は
家
族
、
友
人
、
グ
ル

　
ー
プ
、
職
場
な
ど
の
区
分
を

　
明
記
し
、
製
作
者
の
氏
名
（
ふ

　
口
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、

　
住
所
を
連
記
の
シ
凡
、
代
表

　
者
に
○
印
を
し
て
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
…
宇
治
市
選
挙
管
理

　
委
員
会
（
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治

　
琵
琶
3
3
番
地
）
。

　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
べ

入
選
や
佳
作
に
は
賞
状
や
賞
品

忿
贈
り
未
了
。

　
な
お
、
Ｓ
募
作
‥

1
1
1
1
1
は
ポ
ス
タ

ー
図
案
、
展
示
な
ど
に
自
由
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
柔
ｙ
。

ま
た
、
児
童
、
牛
徒
の
作
品
も

募
集
し
て
い
‘
’
ヂ
。

　
詳
し
ぐ
は
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
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連
合
育
友
会
歌

　
歌
詞
を
募
集

　
市
諸
冒
友
会
で
は
、
結
成

二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
諸
に

育
友
会
歌
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
歌
詞
を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
・
：
詩
は
二
番
程
度
と
し
、

　
明
る
く
親
し
み
や
す
く
、
育

　
友
会
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い

　
も
の
。
な
お
、
必
ず
レ
Ｕ
、

　
諸
冒
友
会
、
連
Ｐ
、
Ｐ
Ｔ

　
Ａ
な
ど
の
言
葉
今
ハ
れ
る
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法
…
作
品
は
四
百
字

　
詰
め
原
稿
用
紙
で
、
連
Ｐ
事

　
務
局
（
広
野
町
大
開
3
5
・
大

　
開
小
学
校
）
へ
。

▼
締
め
切
り
・
：
８
月
3
1
日
。

▼
採
用
決
定
・
：
９
月
3
0
日
。
な

　
お
、
採
用
者
に
は
記
念
品
、

　
表
彰
状
夕
授
与
。
ま
た
、
著

　
作
権
は
襲
口
育
友
会
に
帰
属

　
し
ま
す
。
　
（
社
会
教
育
課
）

中央図書館　

児童書展示コーナー

よみマショ、よみマショ魔女の

７月12日(火)～8月30日(火）

みんなの市民運動
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第
三
十
八
回
宇
治
川
写
生
大

会
に
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
合
わ
せ
て
四
十
二
校
か
ら
、

一
万
三
千
八
百
五
十
八
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
今
年
四
月
中

旬
か
ら
五
月
末
ま
で
に
描
か
れ

た
も
の
で
、
年
々
技
術
が
向
上

し
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作

品
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
個
人
の
部
で

は
推
薦
十
一
点
、
特
選
二
百
二

十
九
点
、
入
選
千
百
六
十
点
、

奨
励
賞
十
五
点
が
、
団
体
の
部

で
は
学
校
賞
一
校
、
学
校
奨
励

賞
十
校
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
七
月
九
日
出
、

午
礁
二
時
か
ら
産
業
会
館
で
行

わ
れ
、
会
場
に
は
喜
び
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
主
な
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

－
個
人
の
部
－

　
　
（
推
薦
〉

　
○
朝
日
新
聞
社
賞

　
　
十
川
昭
文
（
城
陽
市
立
青

　
　
谷
小
学
校
）

　
○
宇
治
市
長
賞

　
　
北
風
卓
郎
（
宇
治
幼
稚
園
）

　
　
多
谷
郁
子
（
城
陽
市
立
寺

　
　
田
南
小
学
校
）
、
北
田
歩

　
　
　
（
菟
道
第
二
小
学
校
）
、

　
　
森
田
由
美
子
（
菟
道
小
学

　
　
校
）
、
西
村
奈
緒
（
大
開

哺
宇
治
市
長
賞

　
　
　
北
岡
　
卓
郎
く
ん
の
作
品

小
学
校
）
、
美
藤
綾
乃
（
神

明
小
学
校
）
、
村
田
武
義

第38回　宇治川写生大会

11点が推薦に決定

ト
朝
日
新
聞
社
賞

　
　
十
川
　
昭
文
く
ん
の
作
品

　
賞

　
城
陽
市
立
青
谷
小
学
校
、

　
黄
道
第
二
小
学
校
、
城
陽

　
市
立
寺
田
南
小
学
校
、
東

　
宇
治
中
学
校
、
大
久
保
小

　
学
校
、
菟
道
小
学
校
、
木

　
幡
中
学
校
、
久
御
山
町
立

　
久
御
山
中
学
校

○
学
校
奨
励
賞
・
京
阪
電
気

　
鉄
道
㈱
賞

　
宇
治
中
学
校

○
学
校
奨
励
賞
・
咄
京
都
府

　
観
光
連
盟
賞

　
横
島
小
学
校

入
賞
作
品
を
展
示

ダ
’
一
ノ
ｆ
Γ
一
一
一
　
■
＾
K
＊
ｙ
プ
Ｅ
戈
ｉ
マ
、
『
３
　
こ
弱

大
石
小
学
校
』
、
族
お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

小
野
未
夏
（
　
だ
さ
い
。

木
幡
中
学
校
）
、
▼
と
き
・
：
Ｏ
７
月
1
4
日
俐
～
2
6

丹
後
麻
紀
子
　
　
日
㈹
＝
幼
稚
園
、
小
学
校
Ｉ

　
（
京
都
教
育
　
　
～
３
年
、
奨
励
賞
Ｏ
７
月
2
8

大
学
附
属
桃
　
　
日
俐
～
８
月
９
日
㈹
１
小
学

　
　
山
中
学
校
）
、

　
　
内
川
兆
人
（

　
　
東
宇
治
中
学

　
　
校
）

－
団
体
の
部
Ｉ

　
Ｏ
学
校
賞
・
朝

　
　
日
新
聞
社
賞

　
・
大
開
小
学
校

　
Ｏ
学
校
奨
励
賞

　
　
・
宇
治
市
長

　
７
月
1
4
日
か
ら

　
観
光
セ
ン
タ
ー
で

　
特
選
以
上
の
入
賞
作
品
を
次

の
日
程
で
展
示
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
力
作
ば
か
り
で
す
。
ご
家

　
校
４
～
６
年
ｏ
８
月
1
1
日
出

　
ふ
八
一
日
㈹
Ｉ
中
学
生
、
い
ず

　
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
…
観
光
セ
ン
タ
ー
２

　
階
（
宇
治
塔
川
二
）
。

　
な
お
、
推
薦
作
品
は
全
期
間

中
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

-
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天ケ瀬森林公園へ

きみはもう行ったかい

守つてほしいこと
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